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CLINICAL EFFECT OF UFT IN ADVANCED 
     RENAL CELL CARCINOMA
Makio  HGSHINO, Katsumi INouE, Masao HIGAKI and Kazuo IMAMURA 
               From the Department of Urology, Showa University 
                        (Director: Prof. K. Imamura)
   Single administration of 1-(2-tetrahydrofuryl)-5-fluorouracil (UFT) to patients with renal cell 
carcinoma with assessable sions brought about 1 case each of complete response, partial response 
and no change, 3 cases of partial deterioration and the effective rate of 33.3%. As adverse effects, 
anorexia occurred in 1 of the 6 patients, but continual administration was possible by reducing the 
dose. The effective rate of UFT is high with few adverse effects, compared with the conventional 
chemotherapy. Therefore, UFT is considered to be an effective preparation for treating renal 
cell carcinoma.
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緒 言
UFTは,1-(2-tetrahydrofuryl)-5-fluorouraci1
(以下FTと 略す)と ウ ラシ ルを1:4の モ ル比 で配
合 した 抗 悪性 腫瘍 剤 で あ る.FTは,生 体 内 で徐 々に
5-fluorouracilに変 換 さ れ,抗 腫瘍 効果 を 示す.ウ
ラ シルは,核 酸構 成 成 分 で あ る ピ リ ミジ ン塩 基 の 一つ
で,単 独 で は薬理 作 用 を示 さな い が,FTと 組 み 合わ
せ る こ とに よ り,FTの 抗腫 瘍 効果 を 増 強 す る4・5)今
回,わ れ わ れ はUFTを 進 行 腎細 胞癌 患 者 に投 与 し,






















投 与 症 例 な らびに 臨 床成 績 をTablelに 示 した.
6例 中CR!例,PR1例,NCl例,PD3例 で,
奏 効 率 は6例 中2例,33.3%で あ った.そ の うち6例
中4例 は,転 移 再 発 時 にUFT投 与 を 開 始 し,qR1
例,PR1例,PD2例,奏 効 率50%で あ った.sまた,
6例 中2例 は 受診 時 に 遠 隔転 移 が あ り,1例 は,栓 塞
術+腎 摘 後 にUFTを 投 与 開 始 し,1例 は,栓 塞術
後 にUFTを 投 与 開 始 した.前 者 はPD,後 者 はNC
で あ った.
次 に,有 効 症 例 につ い て述 べ る.
症 例3:E.M.53歳 男性.1984年1月,肉 眼 的血
尿 を 主 訴 と し て 近 医受 診 し,右 腎細 胞 癌 と の診 断 に
て,根 治的 腎 摘 除術 が 行 わ れ,stage皿,組 織学 的 に
は,clcarcellcarcinomaであ った.術 後 よ りテ ガ
フ ール900mg/日,ク レス チ ン3.Og1日が投 与 され て
いた が,術 後8ヵ 月,当 院 で の胸 部CTに て右 下 肺
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Table1.症 例 一 覧
症 例 年齢 性 転移 転移発 全身状Stage部位 現時期 態(P
.S)
UFT量 副作































S59.8塞 栓 術 十腎摘
S59.8-S59.9PMAX3
S59.12-UFT
S59。2塞 栓 術+腎 嫡
S59.3-S60,15FU+PsK
S60,12-UFT
な しPRS59,12塞 栓 術+腎 摘
S60.1-S60,2PMAX3
S60.7一 UFT


















Fig・1・症 例3の 再 発 時 の 胸部CT.
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Fig.2.Fig.1の 拡 大CT・
野 に転移 再 発 を認 め た(Fig.1,Fig.2).試験 開胸 す
るも多発 性 に て摘 除 せ ず1985年1月 よ り,UFT400
mg/日にて投 与 を開 始 した.1985年3月 胸 部CTに
て 転移 巣が 消 失 し(Fig.3),1985年11月胸 部cTに
Fig・3・CR期 間 中 のCT.







Fig.4.左胸 膜 に再 ひ再 発 した 時 のCT.
て転 移 巣 が な い た め,CRと 判定 し た.そ の 後 も
UFT投 与 を続 けた が,1986年8月,左 胸膜 転 移 が 出
現 し(Fig.4),1987年4月〔JFT投与 後1年3ヵ 月
た って 死亡 した.
症 例41K。S.55歳,男 性.1984年12月左 腎部 不 快
感 を 主 訴 に受 診 し,左 腎 細 胞癌 との診 断 に て 根 治的 腎
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摘 除術 を 行 いstage[,clcarcellcarcinomaであ
った.術 後PMA療 法2ク ー ル施 行 した が,肝 機 能
が 低下 し中 止 した.そ の後,加 療 せ ず 経 過観 察 して い
た と ころ,術 後8ヵ 月に 肺 転 移が 出現 した.そ こ で
UFT600mgf日に て 投 与 開 始 し,胸 部X-Pに て5
ヵ月PRが 得 られ た が,1年3ヵ 月 目に 転移 再 発 時
の 大 き さに な り2年2ヵ 月 後 の現 在,大 き さに 変化 は
な い.
副作 用 は,症 例1にUFT400mg分2を9ヵ 月 投
与 した と ころで,食 欲 不振 が 出現 し た がUFT300
mg分3に 減 量 した と ころ,症 状 が 改善 した ため 投 薬
を続 け る ことが で きた.他 に は,自 覚 的,血 液 検 査,
























評 価 可能 病 変 を 有 す る 腎 細 胞 癌6例 に 対 しUFT
を 単 独投 与 し,そ の臨 床 効 果 を検 討 した.
1)6例tlr,CRlf列,PR.1{列,NCl例,PD3
例 で,奏 効 率33.3%であ った.
2)初診時 に 転移 の あ る症例 よ り,経 過 中再 発 を きた
した 症 例 のほ うが,奏 効 率 が 高い 傾 向が あ った。
3)副作用 は,6例 中1例 に食 欲不 振 が み られ た が,
減 量 に よ り投 薬 を続 け る こ とが で き た.他 に 血 液 検
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